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第１回体験入学開催 

 7 月 11 日（土）、第１回中学生体験入学及び学校説明会を行い、中学生 127 名・保護者 55 名

中学校教職員 3 名、合計 185 名の方が来校しました。本校の体験入学は、工業科 6 学科の中か

ら 2 つの学科を体験することで少しでも本校及び工業高校の理解につながり、興味・関心・親

しみを持っていただくことを目的に実施しています。体験の内容は、各科の特色を生かし、電子

機械科では文鎮の製作、電気科では LED を用いたペンライトの製作、情報技術科ではアニメー

ション制作、環境化学科では電子顕微鏡での観察及び香りの合成、システム科では省エネカーの

体験試乗と溶接体験、制御工学科ではレゴロボットの制御操作

の体験を行いました。また、保護者と中学校教職員の方々には、

体験実習中の生徒の様子や学校の施設設備の見学及び学校説

明会を行いました。体験終了後のアンケートには、「今日体験

できなかった他の学科も体験してみたい。」と工業科に興味を

持った中学生がいました。今回の体験入学が参加した中学生の

進路選択の参考になれば幸いです。  

フェアフィールド市の高校生が来校 

7 月 9 日(木)、韮崎市国際交流事業でアメリカ合衆国カ

リフォルニア州フェアフィールド市から韮崎市を訪れて

いる高校生 6 名が来校しました。応接室で行われた歓迎

セレモニーには本校代表生徒 6 名が参加し、一人ずつ英

語で簡単に自己紹介をし、お返しに来校生徒が簡単な日

本語で自己紹介をしました。部活動見学では、まず弓道

部で、部員が来校生徒に手を添えながら弓の構え方や引き方を教えました。次の太鼓部では、演

奏披露の後、部員が来校生徒にマンツーマンで打ち方やリズムを教え、部員･来校生徒全員がひ

とつずつ楽器を担当して 1 曲を演奏しました。次は茶道部で、来校生に浴衣で着物体験をして

もらい、部員が来校生徒と韮崎市の職員の方々に呈茶をしました。最後は生徒会と有志の生徒達

が、双方の生徒ミックスのグループを作り、けん玉･コマなど日本古来の遊びや折り紙を一緒に

楽しみながら交流会をしました。部活動･交流会いずれの場所でも、本校生徒達は、「○○って英

語でどう言うの？」などと言いながらも自然にコミュニケ

ーションをとることができていました。お互いの言葉が完

全にはわからなくとも同じ高校生同士、心を通じ合わせて

笑い合えることがわかった経験でした。 
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甘利山ボランティア活動 

７月７日（火）に甘利山ボランティア活動が行われ

ました。当初、7 月 6 日（月）の予定でしたが、悪天

候のため順延しての実施となりました。参加したのは

2・3 年生と 1 年 4・5・6 組のボランティア委員３０

名です。６月中旬には、なだらかな山頂部が朱色に染

まるレンゲツツジですが、これを守り続けている甘利

山倶楽部の方々の指導のもと、レンゲツツジの花がら摘みと枯れ枝の剪定作業を行いました。は

じめの会で「甘利山の環境を保つには無理をせずコツコツと継続していく事が重要」という挨拶

があり、生徒達もその言葉に応えるかのように真剣に取り組んでいました。作業途中、降雨のた

め中断しましたが、当初予定された作業区分を終了させることが出来ました。最後にボランティ

ア委員会の代表として委員長である 3 年 2 組秋山拓也君が「秋には甘利山競歩大会があります

が、この頂上からの景色を見るために頑張ります。」という言葉で締めくくってくれました。 

レスリング部国際大会に向けて 

４月に行われた JOC ジュニアオリンピックカップで優勝

し、８月にボスニアヘルツェゴビナの首都サラエボで行われ

る世界カデットレスリング選手権大会へ参加する G７４kg

級の林雷君(環境化学科３年 長坂中出身)と G４６kg 級の稲

葉海人君(１年 韮崎西中出身)が、７月１５日に校長先生とと

もに山梨県庁を訪問し教育長に出場報告を行いました。林君

と稲葉君は、「２年前に日本のカデット選手（16･17 歳）として初めて世界一に輝いた本校の小

栁和也先輩を見ならい、優勝を目指して頑張ってきたい」と力強く決意表明をしました。教育長

からは、「山梨の選手として、日本の代表として自覚とプライドを持ち精一杯頑張ってきてくだ

さい」と激励の言葉を頂きました。二人は、８月１～５日に全国高校総体（京都）と１５～１８

日に全国グレコローマン選手権大会（大阪）を終えた後、２２日に成田を発ち２５･２６日に試

合を行い２８日に帰国します。日本代表の名に恥じない戦いを期

待したいと思います。 

高校野球開幕 

 7 月 11 日(土)より、第 97 回全国高等学校野球選手権山梨大会が

開幕しました。我が野球部は、大会 5 日目 7 月 18 日(土)に塩山高

校と対戦しました。1 回表に 3 点、5 回表に 6 点を奪われ中盤まで

0－9 と劣勢にたたされる試合展開でした。しかしながら、我がチ

ームも 5回裏、8回裏に主砲山本浩平君(環境化学科 3年 敷島中出身)とキャプテン小島雄大君(電

気科 3 年 敷島中出身)の連続タイムリーで各 2 点、また 7 回

裏には清水悠利君(電気科 3 年 玉幡中出身)の犠牲フライで 1

点と反撃しました。最終スコアは 5－9 で敗れましたが、ス

タンドから聞こえる全校生徒の気持ちの入った応援に後押し

される中、選手たちもあきらめず最後まで戦い抜く姿は、後

輩選手にも受け継がれることと思います。来年は、球場に 3

年ぶりの韮工の校歌を轟かせます。 


